
コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安法）で指定される 
特定保守製品でず。 

法定点検を受けるために所有者登録を行ってください。 

(製品に同個した r 所有者票」に記入し投函願います。） 


正しく使って上手に節約 


ユーエイチエフ 


ピーアール 



このたびは、コ□ナ扫油ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる方びい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


UH-F 7011 PR 

エフエフ ピーアール 

FF-6811PR 


ち< じ 
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A 警告 

(§) 

KEROSENE ONLY 

ガソリン使用禁巧 
^使用燃料：灯油 J 


么警告 


給排気筒を必す 
点検して < ださい 



株ぶをな 
































































































1 •特に注意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのち害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次のよラになっでいます。内容 
をよく理解しでから本でをお読みください。 

嘗と この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ巧能性、または乂災の巧 


A ま 


能性び想定される内容を示しでいます。 

ち この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が'想定 
巧みされる内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

d ) 

を 


么記看はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体のなま意内容(左図の場台は一般的なミ主意)が'描かれでいます。 

〇記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場台はガソリン禁止)が'描かれでいます。 

〇記号は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場含は電源プラグをコンたントから抜いでください)び描か 
れでいます。 


么警告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、 
絶対に使用しないで < ださい。 
乂災の原因になります。 


(§) 


•衣類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しな 
いでください。 

巧類び落下しで乂びつさ、乂 
災の原因になります。 




•スプレー宙厳禁 

スプレー 生や力たット 
こんろ用ボンベなどを 
温風のあたるところに 
放置しないでください。 
熱で生の圧力び上びり、 
爆発しで危険です。 



•温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさが'ないでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、乂 
災の原因になります。 



•給排気筒（管、ホース）がれ危険 

給排気筒（管、ホース)び外れ 
たまま使用しないでください。 

外れでいると運転中に排ガス 
が'室内に漏れで、危険です。 


请〇 

■I ShiJ 


•低温やけどに注意 CUH-F7011PFO 

長時間皮膚の同じ場所に 3 

触れないでください。 ド Wu 

比較の低い温度でちお温 
やけどや脱水症がの原因^ 
となります。 


A 


•給排気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで使用しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」は給排気の巧げになるのでおやめください。 
閱そくしでいると運転中にがガスび室内に漏れで、危険です。 

•給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのためのを網などは巧けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起こしがガスび室内に漏れる巧能性 
びあり危険です。 



0 


m S ) 


•定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検•整 
備を受けでください。点検を受けず 
に長期間使用し続けると、故障や事 
なの原因になりち膜です。点検•整 
備はお買い求めの販売店や資格者の 
いる店に依頼しでください。 



•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危 
険です。据巧け工事は販売店や 
専門業者にご依頼ください。 

(ストーフ'を移設させる M 

場をち同じです。） 


m 

ちゃ Q ク奔 /CN 



•特に注意しでいただきたいこと（まをのために必すお守0 ください) 


[ 么注意 (CAUTION) 


•カーテン、寝具など可燃物近接禁止 ノノ Y 

カーテン-巧団や毛布など燃えやすいちののそばなどで使用しないでください。 ^ 

乂災び発をするおそれびあります。 ) 

巧燃物との離隔距離についでは32ページを参照しでください。 ^1 / 

0 

•給油時消火 ^ 

乂災のおそれが'ありますので、給油は、必す消乂し、乂の気のない 1 

ところで巧っでください 

〇 

•油漏れ確認 

ミ由タンク•ゴ厶製送油管•接台部•給ミ由コックおよび機器などからのなミ由漏れが'ない。 ~ 

ことを確認の上ご使用ください。巧ミ由び漏れでいると乂災のおそれが'あります。胃ぐ^ 

〇 

♦異常時使用禁止 ^ 

巧一異常を感じたとさは、使用しないでください。 (t - 芝、 

異常燃焼のおそれびあります。 ( 1 

0 

♦温風に直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないで<ださい。 

低温やけどや脱水症がになるおそれが'あります。 

0 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（粹上部、前面ガードなど）、排気筒（給が気筒トップ）にまなどふれ 
ないでください。やけどのおそれびあります。 


•やかんのせ禁止 矜 

やかんなどをのせないでください。 4— 

振動や接触によっでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 1 1 

0 

•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないで<ださい。 

不完をな修理は、危険です。 


•腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけどのおそれ力ずあります。 
機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでください。かが'かかると漏電や故障のおそれが' 
あります。 

0 

•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストーブ'や給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取り巧け 
ないでください。乂災や排ガスが'室内に漏れる原因となり危険です。 

0 

•電源コードを傷めない 广^ 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 f^/ ィ 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持って引き抜かないでください。 

乂災や感電の原因になります。 い心 

0 

•電源プラグは確実に差し込む H4 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し込んでください。 W 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使用しないでください。乂災の原因 へ瓜 

になります。めれた手での抜き差しはしないでください。感電の原因になります。 ノ入 

〇 

•特殊用途には使用しない 

食品-精密機器-美術品の保をや、動植物の飼育-栽培などには使用しないでください。 

0 




























































•特に注意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りください) 


_ 么ま意 ( CAUTION ) 

•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必す電源プラヴをコン t ントから巧いでください。 
乂災や予想しない事故の原因になります。 


•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属物を除ましでください。 
ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 


•口油の保管 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰化を避けた場所に保管しでください。 
ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 


•変質巧油禁止 

変質なミ由、不純な油（汚れたな'油、水の混じっているのミ由など）を使用しないでください。 
異常燃焼のおそれ力< あります。 



•シスターンの水位に注意 ( UH - F 7011 PR ) 

循環かは少しすつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクのか位が'規定水位にあること 
を確認し、不足しでいる場含は補巧液を補給しでください。 

上限水位]^上は、入れないよラま意しでください。 

(床暖パネルを接続しない場合は、循環水は不要です。） 



•カーぺットのはがれに注意の圧豆西巧© 

力一ぺットびすれたりめくれたまま使用しないでくださし、。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれびあります。 


•循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 ( UH - F 7011 PR ) 
幼巧のまの届かない所に保管しでください。 

巧一飲んだ場含には吐かせで、医師の診嘶を受けでください。 


•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、の油や巧燃物など引乂のおそれのあるちの 
を置かないでください。乂災のおそれが'あります。 


♦指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入れ□の中に、指や異物を入れないでください。 
けびや乂災の原因になります。 



•巧]めてお使いになるときの注意 

ネリめでお使いになるとさは、耐熱透料などび'焼き付くまで煙と臭いが'出ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場含が'考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 



•外出ずる時は消乂 

外出するとさは、必す運転を停止し消乂 
しでください。 




•可燃物との距離を離す 

巧燃物との離隔距離についでは標準据巧け 
例 （3 2ページ）を参照しでください。 



•特に注意しでいただ含たいこと(安をのために必ずお巧0 ください) 


' お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄ずるとをの注意 

参な油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するときは、必す定油面器の口 

の油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 

油を抜き取っでください。 （2 3ページ） 

店にご相談ください。 

のミ由を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 


め事がになるおそれが'あります。 


V 

J 


2 •使用する場所 


ストーブを安をに使用するためには、場所の選定が'大のです。 


巧をに使用するために 



参マントルピースなどには据がけないでくださし、。 


参標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 

•クリーニング店、美容院などの化尝薬品を使用する場所では使用し 
ないでください。化尝薬品などの影響により、異常燃焼や故障の原 
因になります。 

参温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 


巧果的に使用するために 



参ち気の入ってくるち向、例えば窓側などに置くと、冷気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果的です。 


出入□など人の通るところは、ぶ:つかると危険ですので 
避けで < ださい。 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 


ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によつでストーブ本体の温度 
び上昇しで危険です。 

使用場所には十分ま意しで効果的に使用しで<ださい。 













































































































3 •各部の名称 


は UH - F 701 1 PR のみが象です。 



表示部 
ルームサーモ 


操作部 

(才ープンポケット） 
定ミ由面器 iJt ットレノ\一 


背面 


巧流用送風機(内部) 
フアン乃ード 


本体固定金具 

過熱防止装置 
(安全サーモスタツト（巧部)) 
給排気筒 


熱交サーモ（内部)！ 


エアー抜きバルブ(内部)； 


1アクチュエータ（内部)！ 
(リニアダンパ)； 



エルボ固定を具 
燃焼用送風機(内部) 

水平器 
給気 ホース 
コ''ム管 □ 

電源コード 

排気管おけ 
検知用リード線 


:水位計! 


本体固定金具 
温水キヤッス 


譯ホ鞋 □—( A 、 目鸟—路） 

温水戻り DCA 、 巨回路） 


〈 FF -6811 PR 背面> 



構造 


放熱 i 


〈 FF -6811 PR 構造図〉 



——燃焼筒ふた 
燃焼筒ふた押え 


反射板 
プリント配線板 

不完全燃焼防止装置 
(ガスじンサーX) 
フレーム□ッド 
ポツトバーナ 



ポツトサーミスタ（内部) 
点乂ネット(内部） 

ノズル(内部） 


機内サーミスタ 
(内部） 
定ミ由面器 

巧震自動消乂装置 
(内部） 


電磁ポンプ 
送';由管 


X 運転中はガス t ンサーび発光•点滅するため、 
隙間から光び見えることびあります。 


3 •各部の名称 


表巧部の名称と働ぎ 


■運活停止中およびタイマー運乾中は節電のため表示の巧るさ(輝度) 
び落ちます。 



〈 FF -6811 PR 表示部〉 


















































































































































































































































































































































3 •各部の名称 


オープンポクツト巧操作部の名称と働き 


■オープンポケットの開閉 

参才ープンポケットを輕く巧しこむと、ゆっくり開きます。操作後、輕く押しをどすと□ックしで止まります。 

操作するとさ必がは、閱じでご使用ください。） 

■操作音についで 

•操作ボタンを巧すとピッと音びします。 

•誤操作をするとピッ音び2回します。 

H 表巧部の巧るさ調節 

参時計調節スイッチを「通常」に合わせで「時ボタン」を巧しなびら「分ボタン」を巧すことにより、表示部の明るさ 
を調節することびできます。 

(このときピッ音び2回しますび、誤操作ではありません。） 

ミ主） X 印!は UH - F 701 1 PR のみ対象です。 



4•使用前の準備 



燃料はなミ由 （ JIS 1 看な迪）を必ず使用しで<ださい。 广 

♦ IA 警告 I ガソリンなど揮発性の高い油は、絕がに使用しないで<ださい。义災の原因になります。 

♦ IA 注意 I 変質な油、不純な油などは總夕すに使用しないで<ださい。 ( X ) 

•[2^ 注意 I な;巧は必ず义気’雨水’ごみ’高湿および直が曰がを避けた場所に保管しで<ださい。 A 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使用ずると異常燃烧や义災のおそれび'ありまず 。 W 


mssm •変質巧油、不純な'油が'原因で修理をされたとさは、保証期間中でち保証の対象外となります。 
•変質な油の処理でお困りの場台は、な油をお買いずめの販売店にご相談ください。 



■給ミ由の際のを順と注意 



給ミ由ポンプ 


給油□ふた 
ストレーナ(内部) 

油量計 
送';由バルブ 

水グージ 
水抜きバルブ 


♦队注意]給油は必ず消义してからおこない、こぼれたな油はよ<ふきとって<ださし、。 
义災のおそれびあります。 

•送ミ由バルブを閱じで給ミ由□ふたを外し市販の給ミ由ポンプで給油しでください。 

油量計の針び r 満 J をさしたら給油をやめでください。 

給ミ由後は、給ミ由□にあるストレーナを取り出しで、かやごみが'たまっでいたら掃除しで 
ください。 

•ストレーナを取りなけで、給油□ふたを必すちとどおり締めでください。 


•給油の際は、水-ごみなどを入れないよラにま意しでください。 

か-ごみなどは燃焼不良や、ストーブ'の寿命お下などの原因になります。 
参給油□ふたは、確実に締めでください。 


注意 I 义災のおそれが'ありますので、給;巧は、必ず消义し、义の気のないとこ 
ろでおこなつてください。 


■燃料巧れのま意と空気なぎの方法 


油タンクを空にしないよラに注意してください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送ミ由びできなくなることびあります。 
このよラな場含は次の順唐で空気抜きをしでください。 



1. 送油バルブを閱め油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送'油管を外します。 

3. 送ミ由バルブを開けゴム製送油管からなミ由が'連続しで流れ出ることを確かめでからゴ厶 
製送油管をちとどおりにストーブに取り付けます。（なミ由びこぼれないように容器を用 
意しでください。） 


運活開始前の準備と巧認 


■安を装置の它ット、取扱上の注意 



定油面器のたット1 

初めで使用するときやシーズン初めには、ストーブ'正面ち下の定油面器 iJt ットレバー 
(黒色）を左ち向に止まるまで巧しでください。 

•リじットレバーは据巧け時やシーズン初めに操作します。定ミ由面器に強い衝撃 
をちえたり異常びあったときな夕 W ま、特に操作する必要はありません。 

巧一点乂操作後口油び出すにモニタサイン E 1または E 2び表示されるよラな 
場合はリ t ットレバーを巧しでください。 

(安を巧び外れ、の油びスムーズに流れます。） 

•リじットレノトは乱暴に巧ったり、巧したままの状態には絶巧にしないでください。 














































































































































































































4 •使用前の準備 


運較開始前の準備と確認 


■送ミ由経あのが漏れの巧認 

注,意1油タンク-ゴム製送油管-接を部-給油コックおよび機器などからな®漏れびないことを確認の上 
ご使用ください。巧油が'漏れていると义災のおそれび'あります。 


•油漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送'油バルブを閉じでからお買い求めの販売店または、お近くのコロ 
ナサービスじンターに ご相談ください。 


■電気配線のお認 

• 齡ミち意 I 電源プラグはコンたントに根巧まで確実に差し这んでください。 

•電源コードが'給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


忆ま意 I 電源プラグ•コードの発熱-発义を巧ぐために… 

•電源は必す適正配線された単相 100 V コンたントを使用しでください。 

参電源コードは、逸かで接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■点义の要領とを意 ( UH - F 7011 PR ) 


保暖切換スイッチの它ット I 

ストーブ'単独で運転する場台は「ストーブ単独」に、ストーブ'床暖房運起をおこなラ場含は「ストーブ'床暖」に、床暖 
切換スイッチをじツトしでください。床暖切換スイッチのじツトは運転開始前におこなつでください。 


•ストーフ''床暖房で運おする場合 •ストーフ''単独で運転する場合 




循環がのが位確認 

• ^注意 I ストーブを側面のが位計で、シスターンタンクの規定が位（上 
限が位と下限水位の間）まで循環化（コロナな暖房用循環液）び入ってい 
ることを確認しでください。循環がが'入っている場をは黄色になります。 
循環水は上限が上入れないよラ注意しでください。循環がを上限が上入れると使 
用かに循環がびあふれることびあります。 

水位び'下限な下の場さは、巧暖房専用補巧液を入れでください。 



温水配管の化漏れのお認 

•ス I -ーブ内部や温水配管接合部からか漏れびないか確認しでください。 

参床暖パネルの温水配管の逸中にバルブを取り付けた場合は、必すバルフ''が'開いでいることを確認しでくださし、。 


4•使用前の準備 




1 . 時刻表示び現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖」にちわせでくださ 
い。 

3. 運輯スイツチを押しで「入」にしでください。 

約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 



巧備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）び混じる場台びありますび、異常ではありません。 


■運巧かに巧暖切換スイッチを操作した場さのま意 


♦ I ストーブ単独ーストーブ床暖 I •••自動的に一旦消乂しで、約10分後に再点乂し、ストーブ巧暖房運転を開始します。 
そのとき、「ジュー」といラ循環水の蒸発音び発をすることびありますび異常ではありません。 


ブ巧暖ース I ブ単独 1 …運輯はそのまま継続します。しばらくしで「ジュ ー 」といラ循環かの蒸発音びしま 
すび異常ではありません。 



>オープンボケット内の乂力調節つまみで「自動運転」と「手動運転」び設定できます。 
ご希望の運転ちまでご使用ください。 


点义順唐） 

■ストーブ火力調節 r 自動運ま引の場さ 

•乂力調節つまみを「自動」に含わせでください。設定室温と部屋のがミ兄に応じ 
た乂力で燃焼します。 

鲁時計合せは 16ページ 「現在時刻の調節ちま」を参照しでおこなつでください。 
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ストーブ床暖房運転 


f ストーブ•床暖切換1 

V 

献 独. 



設定床温 時計•タイ7— 設定室温 



お . 高 

(0000000) 

普]:啞 


で 

〇運転 

〇サボートヒーター 〇タイ 7- 〇 eco 


• ル油量流出 
• 対流巧送風機まわる 
• 循環ポンプ作動 


• 運転スイッチを巧す 


運稳開始（点义) 


•使用方法使い方 


T 同時- 


-4 分予備燃焼- 


-本燃焼 
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5 •使用ち法（使い方) 


•ストーフ'床暖房プラスサボートヒータで床暖房能力をアップできます。 



サボ 




床暖温度調節の設定床温になる 
ようにサボートヒータ出力び、 
自動的に制御される 


サボートヒータスイッチを「入」 
にする 



CllH - F 7011 PR ) 

サポートヒーク達忘 

•サポートヒータは電気ヒータです。客先や秋□など少し肌寒いと感じるくらいの季節にストーブを運転しないで 
床暖房運乾びできます。 


• サポートヒータ運転ランプ点な 
’設定床温表示ランプ点な 
•サポートヒータ運転 
’循環ポンプ作動 


• 運転スイッチを巧す 
-サボートヒータスイッチを「入」 
にする 


• ルミ由量流出 
’巧流巧送風機まわる 
• 循環ポンプ作動 




1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しで<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ス I ブ床暖」に台わ 
せでください。 

3. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

4. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでくだ 
さい。 

約3〜4分間のそ備燃焼び終わると本燃焼になります。 
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※そ備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 

参予備燃焼時に黄色い炎（ホ火）び混じる場含びありますび、異常ではあり 
ません。 



-運転フンプ点な 


-設定室温表示点な 
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-設定床温表示ランプ点な 
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-燃焼巧送風機まわる 

4 

-サボートヒータ運起ランプ点な 


1 . 時刻表示力 s ' 現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 
次のよラに運転します。 



ストーブ'床暖房-サボートヒータ併用運転 


’設定室温と部屋のが巧に応じた 
乂力になる 
-リニアダンパーた動 
• 巧暖温度調節の設定床温になる 
よラに、リニアタンパーおよび 
サポートヒータ出力び、自動的 
に制御される 
•サポートヒータ運起 
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5 •使用ち法（使い方) 


■ ル油量流出 
’巧流用送風機まわる 


’設定室温と部屋のが巧に応じた 
乂力になる 


※予備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 

•予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）び混じる場含びありますび、異常では 
ありません。 


■ストーブ义力調節「ま動運ま引の場さ 

•オープンポケット内の乂力調節つまみを「微少」〜「大」の間のご希望の位置に 
含ねせでください。 

表示部の設定室温表示が'消え、予備燃焼が'終了すると乂力調節つまみの設定乂力 
で燃焼します。ただし、そ備燃焼後、約 2.5 分間は最大乂力になりません。 

•予備燃焼時に黄色い炎(ホ乂)び混じる場ちびありますび、異常ではありません。 

•運転スイッチを「入」にしたとき、運起ランプび点なせすにタイマー表示ランプび点なする場台は、タイマー運転 
になりますので、タイマーじットボタンを巧しでタイマー運転を解陈しでください。 

参燃焼かに運乾スイッチを押しで「消乂」にしたり、タイマーじットボタンを巧すなどしで約1秒必上通電を止める 
と自動消乂し、約2分間の冷却の後でないと再点乂できません。 


室温の調節 （ 自動運乾> 


オープンポケット内の乂力調節つまみを「自動」に含わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （2 2で）び表示されますので次のよラに調節しでください。 

参室温設定ボタン「高め」を巧すたびに1で上びります。 

(上限30で） 

参室温設定ボタン「おめ」を巧すたびに1ですつ下びります。 
(下限10で） 


•自動運お時に微少乂力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より3で上昇すると自動のに消乂する 
eco (エコ）運較をおすすめします。 （1 3ぺージ eco (エコ）運較の項を参照しでください。） 

室温が'設定室温より3で上昇すると消乂し、お部屋の厶ダな暖めすぎをおさえます。 
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‘運較スイッチを押す 


CUH - F 7011 PR ) ( FF -6811 PR ) 



1 . 時刻表示び現巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ'単独」に合わせでください。 
( UH - F 7011 PR のみ巧象です。） 

3. 運起スイツチを押しで「入」にしでください。 

約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 


‘運転ランプ点な 
• 設定室温表示点な 
• 燃焼用送風機まわる 
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5 •使用ち法（使い方) 


室温の調節（自動運転) 


eco (エコ）運稳 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運起ボタンを巧すとご希望の設定室温にのり換わり、たーブ'消乂と eco 
じーフ''運おで厶ダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な室温を保ちます。 

また、自動運お時は最大乂力を7 0〜9 0%、手動運輯時は最大乂力を8 0〜9 0%におさえでお部屋を暖めすぎない 
よラに運起します。 



eco 運転を押すと 最大乂力を70〜90%におさ 厶ダな暖めすぎをおさえ、 

設定室温び2 0でに えで室内を暖房します。 快適な室温を保ちます。 


室温か'設定室温より約3で上昇すると 
消乂し、設定室温まで下が'ると再点乂 


のり換わります。 


します。 


※設定室温のネリ期設定は 2 0 でです。設定室温は室温設定ボタンで 1 〇〜 3 0 でに変更できます。 

参室温び 2 0 で未満で 3 0 分必上運転した場含は、最大乂力を 9 0% におさえで運転します。 

参室温び2 0で必上の場含、最大乂力を8 0%におさえで運乾します。 

•室温び 24 でな上で 3 0 分总上運おした場含、（設定室温を 2 2 で似上に設定)最大乂力を 7 0% におさえで運転します。 


参 eco ( エ〕）運転で t - ブ消乂びくりかえされるとガラス円筒にすすびつくことびあります。 
ときどき eco (エコ）運起を解除し、乂力を中〜大で！〜 2 時間燃焼させでください。 


手動運乾時 

※乂力調節つまみび「中」〜「大」のとき eco (エコ）運較をします。 

参室温び 2 0 で总上の場台、最大乂力を 9 0% におさえで運転します。 

•室温び 24 で必上で 3 0 分必上運転した場含、最大乂力を 8 0% におさえで運転します。 


■ eco (エコ）運括方法 I eco 運括ボタンを巧してくださし、。 



• eco 運転表示ランプが'点なし 、 eco (エコ）運転に入ります。 


■ e ご〇(エコ）運括の解お I 再度、 eco 運提ボタンを巧して<ださい。 

参 eco (エコ）運転表示ランプが'消なし 、 eco (エコ）運転を解除します。 

•eco (エコ）運転を解除すると eco (エコ）運転前の設定に戻ります。 

eco (エコ）運乾は一度じットすると記憶されますので、消乂しでち解除されません。 


5 •使用ち法（使い方) 


1. 特に温度設定しない場合は、自動的に快適7—クの位置（設定床温 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床温調節ボタンを巧すと次のよラに床温調節でさ設定床温表示ラン 
プち移動点のします。 

•「お」……1回押すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示び 
左に移動。 

•「高」……1回巧すたびに設定温度を6で上げ、ランプ表示び 
ちに移動。 


参設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定 
室温または、乂力調節つまみでおこなつでください。カーペットの 
表面が'熱くなりすぎないよラ設定床温には、十分ミ主意しでください。 





室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによる手動乂力調節が'巧能です。 
次のよラにしでください 
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•オープンボケット内の乂力調節つまみを「微少」 
間のご希望の位置に合わせでください。 

乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


け」の 


■がのが態 

ストーフ''の据巧けや給が気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 

参燃焼中の炎に黄色い炎（ホ乂）び混じったり、かたよったり、上下変動することびありますび異常ではありません。 


巧暖八ネルの温度調節 


ストーブ'床暖房運転、サポートヒータ運お、ストーブぶ暖房•サポートヒータ併用運転のいすれの場含ち循環かが'設定 
温度になるよラに、自動的に温度調節されます。また、設定床温表示ランプに快適マークが'ついでいます。快適7— ク 
は、床暖パネルのカーペット表面をほぼ 33 〜 34 で（床暖パネル 3 置の場ち）に保つ循環か温度を示します。ご参考 
にされると便利です。 
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5 •使用ち法（使い方) 


運弦停止（消义) 


0肖义順唐） 

( UH - F 7011 PR ) ( FF -6811 PR ) 

I ストーブ床暖房運転 I I ストーブ単独運転 



rUH - F 7011 PR ) 

I サポートヒータ運転 



運輯スイッチを押しで「の」にしでください。 

運おランブび消のします。 

燃焼室び)ち却すると、約10分後に燃焼用送風機、巧流用送風機、 
X 循環ポンプ（ストーブ床暖房運乾のみ）び停止し、時刻表示赵 
がのすべでのランプび消なします。 

xgi は UH-F701 1 PR のみ巧象です。 


サポートヒータスイツチを「の」にしでください。 

サポートヒータ運輯ランプ、設定床温表示ランプが'消' jj し、サボ 
ートヒータ、循環ポンプが'運転を停止します。 


rUH - F 7011 PR ) 

I ストーフ''床暖房-サボートヒータ併用運転 



運輯スイツチ、サポートヒータスイツチを「の」にしでくださし、。 
運おランプ、サポートヒータ運起ランプび'消のし、サポートヒー 
夕び運乾を停止します。燃焼室びを却すると、約10分後に燃焼 
用送風機、巧流用送風機、循焉ポンプび'停止し、時刻表示な夕 
すべでのランプが'消のします。 

サボートヒータスイッチののり忘れにミ主意しでください。 


♦险注意 I 2曰が上家をあけるなど長時間使用しない場ちは、運おび完全に停止しでから電源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 

•外出のとさは、必す運起を停止（消乂）しでください。 

•緊急時似外に、ストーブに強い衝撃をちえたり、電源プラグを巧いでの消乂はしないでください。 


消义後、再点义するとぎの'ま意 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いたり、運転スイッチを「の」にすると再点乂安を装置の働きでストーフ'びち却され 
るまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約 If 少必内）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 


5 •使用ち法（使い方) 


時計-タイマー 


時計 


通常 


タイマー 


合せ^せ 



現在時刻の調節方法 


1. オープンポクット内の時計調節スイッチを「時計含せ」にします。 
はじめで使用するときや、電源プラヴを長時間あいたときは、時刻表示 
は ： を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しで現在時刻を含わせます。 


例：午前6時15分に含わせる場含 

①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0"にします。 ⑤「分」ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 


時 

V - -^ 

〇分 

^- J 

尚 



時計•タイ7— 

午前 阿 


時 ( ) 

C 

苗分 

時計•タイ7— 

v - ^ 

r | 

irr 

— ソ 

午前立な 






3. 必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常]位置にちどした時点から動き始め 
ます。） 


•必す時計調節スイッチび「通常」になっていることを確認しでください。 

• 3 0 妙赵内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻ちわせの必要はありませんびそれ似上の停 
電で、時刻表示び 一一 ： 一- を表示した場含は、時刻含わせをおこなっでください。 


タイ7—の使用方法 


■運括時刻のさわせ方 



1 . 才ープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー含せ」にします。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しでタイ7—点乂時刻を台わせま 
す。「分」は5分きざみに動きます。 


例：午前6時3 0分に合わせる場含 
①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0" にします。 


③「分」ボタンを巧しで"午前6 : 3 0" にします。 


時 C 


〇分 

、 r 

お 



時計•タイ7— 


6 : 0 0 


時〇 

C 

?分, 

r 

[T 

り 


時計•タイ7— 


ら： 3 [I 


これでタイマー它ツト時刻が'記憶されました。 















































































































































































































































5 •使用ち法（使い方) 


タイ7—の使用ちを 



3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現在時刻が'表示されます。 


■タイ7—運まち方法 

rUH-F7011PR) (FF-6811PR) 

I ストーブ床暖房運乾 I I ストーブ単独運転 



rUH-F7011PR) 
サポートヒータ運起 


1. 運転スイツチを押しで「入」にしでください。 

(運お中の場合は運転スイツチを巧す必要はありません。） 

2. ご希望の設定室温または、乂力に合わせでください。 

3. X床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせでください。 

(ストーブ床暖房運起の場台） XE|] は UH-F701 1 PR のみ巧象です。 

4. タイマーじツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたツト時刻が'表示され、タイマー表示ランプが'点な 
し、タイマー運転に入ります。 

(運転停止中にタイ7—運転をした場含は燃焼用送風機び10分間運転し 
ます。また、運起中にタイ7—運転をした場含は、自動消乂し、運起を 
停止します。） 



1. 才ープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでくださし、。 

2. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に含わせでください。 

3. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻が'表示され、タイマー表示ランプが'点な 
し、タイ7—運おに入ります。 


rUH-F7011PR) 

I ストーブ'床暖房-サボートヒータ併用運転 




1. 運転スイッチとサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 

(運起中の場台は運起スイッチを巧す必要はありません。） 

2. ご希望の設定室温または、乂力に含わせでください。 

3. 床温調節ボタンでご希望の設定巧温に含わせでください。 

4. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻が'表示され、タイマー表示ランプが'点巧 
し、タイマー運転に入ります。 

(運転停止中にタイ7—運転をした場含は燃焼用送風機び10分間運転し 
ます。また、運転中にタイ7—運転をした場含は、自動消乂し運転を停 
止します。） 


•外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶巧にしないでください。 
•タイマー運転は、運転スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 

参タイマー運転中は節電のためタイマー它ット時刻表示の明るさ（輝度）び落ちます。 

参タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻が'表示され続けます。 


5 •使用ち法（使い方) 


■タイマー運耗の解除 


^^问一^ 

タィマド^下ッ 


•再度、タイマーじットボタンを巧しでから運おスイッチおよびサポートヒ 
一タスイッチを「の」にしでください。 

タイマー表示ランプび消なし、時刻表示に現巧時刻が'表示されタイマー運 
転び解除されます。 



■タイ7—它ット時刻-現在時刻の確認 



現在時刻の確認 タイ7—じット時刻の確認 


①時計調節スイッチを「時計含せ」または「タイ 
マー含せ」に含ねせます。 

⑤現を時刻または、タイ 7 —t ット時刻び時刻表 
示に表示されます。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位 
置にちどしでください。 


白己診断モニタについで 


ストーブにトラフ'ルび発生するとトラフ'ルのが態び表示部に記音表示（自己診断モニタ）されます。 

「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （27 〜28ページ）をご覧になり、記看表示に合った必要な処置をしでください。 


〈自己診断モニター覧表〉 


表示 



原 

因 



解除方法 

表 

示 
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因 



解除方法 

E 1 

途 


中 
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乂 


P 1 
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ッ 

卜 

予 

熱 
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足 


E2 

不 


着 



乂 


P2 

ポ 

ッ 

卜 

旧 

/m 

度 

お 

下 


E3 

巧 


震 

作 


動 


P3 

ポ 

ッ 

卜 

異 

常 

過 

熱 

の 

E5 

が 

気 

管巧け 

検知 

作 

動 


P4 


不 



消 



乂 

の 

E6 

ル 

- 

ムサ 

-モ 

斷 

線 




( 

消 

乂時 

間 

び 

長い 

) 


E7 

過 

熱 

防止 i 

装置 

作 

動 

① 

P5 

薑 


板 


不 


良 


E9 

停 





電 


F 1 


熱 

交 

サ 

- 

モ 

作 

動 


E8 

疑 


似 

乂 


炎 


F2 

X 

湯 

ク日 

/皿 

サー 

ミ 

ス 

夕断 

線 

① 

EA 

燃 

焼 i 

用送風機異连 

:検 

出 


FC 


湯 

ク日 

/皿 

サー 

三 

ス 

夕短 

絡 


EC 

ル 

- 

ムサ 

-モ 

短 

絡 


HE 

不完を燃焼防止装置検知部異常 


E E 

停 

止1 

時ポッ1 

卜異唐 

:過 

熱 


HC 点滅 

不 

完を燃焼防止装置作 

動 

⑤ 

E0 

機 

内 

サーミ 

スタ 

た 

動 


HH 点滅 

連続不完を燃焼通知機能作動 



HH 点の 

再 

点 

乂防 

止 

機 

能作 

動 

④ 


ミ 主） XED は UH-F7011PR のみ巧象です。 

■解除方法 


①運較スイッチを一旦「の」にし、再び「入」にしでください。 

③ お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 

⑤直ちに部屋の換気を十分にしで、運転スイッチを一旦「の」にし、再び「入」にしでください。 

④ 解除できません。直ちに部屋の換気を十分にしで、お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しでください。 

•お買い求めの販売店または、おおくの]□ナサービスじンターに連絡しでいただく際は、表示しでしぶ自己診断モニタちお知らせくださし、。 
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5 •使用ち法（使い方) 


使用上の注意 


本書の「特にミ主意しでいたださたいこと（安をのために必すお守りください)」の他に、次の項目についでちミ主意しでく 
ださい。 

参ストーフ'の上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどにま意しでください。 

特にお子さまをストーフ''におづけないでください。 

•上面ガードを取り外したり、前面ガードを開いたまま使用しないでください。誤って放熱 
器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。また上面ガードは、地震など 
により巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取り外した場台は、必すちとのが 
態に取り付けでおいでください。 

•雷が'発をしたとき、雷（誘導雷）により一時的な過電旺が'かかっでち、過電旺防止装置が'機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場含は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ン t ントから抜いでください。 

参給排気筒トップやが気管は高温です。やけどにま意しでください。 

参給排気筒閱そく危険 

I 給排気筒びつまったり、ふさびれたままで使用しないでください。ふさびれ 

でいるとさは、除雪しで<ださい。また、板などによる「雪囲い」は給排気 
の妨げになるのでおやめください。 

閱そくしでいると運較かにがガスび室内に漏れで、危険です。 

•ガラス円筒には水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 

参ストーブ前面巧おは、ふく射熱び強いので、熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。変色や変おし 
たりすることびあります。 

参シーズンオフのよラに長期間使用しないときは、コンたントから電源プラヴを抜いでください。 




巧暖房の巧温調節 


〔UH-F7011PR) 


•設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定室温または乂力調節つまみでおこなつでください。 
カーぺットの表面が'熱くなりすぎないよラ設定床温には十分ま意しでください。 


循環かの凍結ず的（循環液のを入) 


〔UH-F7011PR) 


腐食予防および凍結ず防のために必す循環液を入れでください。 

•循環液は必すコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使用したり混台したりすると製品の 
寿命び短くなります。 

•循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 


mEB 


6 •ま全装置 


このスIブには次のよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安を装置 

原因-作動結果 

処置ちま 

巧 震 S 動消乂装置 
( Its ' 1 表示） 

•強い地震（震度約5な上）や衝撃を 
受けたとさ 

ク 

-自己診断モニタ If 1 表示 
-自動のに消乂 

• ストーブ'の周迈や給気ホース•排気管の 
外れ、ミ由漏れなどの異常が'ないことを確 
認しでから点乂操作をしでください。 

(巧震白動消乂装置は作動後自動の 
にじットされます。） 

1 

1 

点乂安を装置 

燃焼制御装置 

(フレー厶□ッド） 

f ^ 二 /1表示，1^引表示 ^ 

1 (途中消乂）（不着乂） ノ 

•点乂 S スをしたとさ 
•途中消乂をしたとさ 
•炎が'異常にルさいとさ 

ク 

-自己診斬モニタ 1 f / 1 表示または 

1 f L コ 1 表示 
-自動のに消乂 

♦日常の点検•手入れ （2 2〜2 6ぺージ 

参照）をしでから点乂操作をしでく 
ださい。 

•なおち異常びある場合は、お買いホ 
めの販売店または、おおくのコ□ナサ 
ービスたンターにご相談ください。 


厚電安を装置 

1 t7 表示表示 \ 

(30 妙な上）い妙似上\ 

\ 13 0妙未満ノ ノ 

•停電したとき 

•電源プラグび巧けたとき 

ク 

-通電後自己診断モニタ 1 表示ま 
たは If 9 1 表示 
-自動のに消乂 

• LtJJ の場合、時計などの t ットを 
しでから、点乂操作をしでください。 

• U 二3 1 の場合、通電後点乂操作をし 
でください。 

• 電源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置 

(安全サーモスタツト85で） 

( E 1 表示） 

• 巧流用送風機のファンガードやスト 
-ブのを面びふさびつたとき 
• ス 1 -ーブの前面に障害物などびある 
とき 

ク 

-自動のに消乂 

•ストーブび;ち却された後自己診断モ 
二夕|/=7 1 表示 

•原因を取り除いでから点乂操作をし 
でください。 

•処置をしでち繰り返し作動するとき 
は、一旦運転スイッチを押しで「の」 
にし、お買い求めの販売店または、お 
近くのコ□ナサービスじンターに連絡 
しでください。 

不完を燃焼防止装置 

•ガスたンサー 

(|, ST | 点滅表示） 

連続不完を燃焼通知機能 
(|, SW | 点滅表示） 

再点乂防止機能 
(|, SW | 点な表示） 

• 排気び室内に漏れ不完を燃焼防止装 
置び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ 1 从！： 1 点滅表示 
-自動のに消乂 

• 不完全燃焼防止装置び連続しで4回 
作動し「連続不完全燃焼通知機能」 

び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ 1 1 点滅表示 

-自動的に消乂 

•さらに不完を燃焼防止装置（不完を 
燃焼通知機能）び連続しで3回作動 
し再点乂防止機能び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ 1 1 点の表示 

-自動的に消乂 
-再点乂できません。 

• 部屋の換気を十分にしでください。 

• 排気管が'外れでいないか、化の燃焼機 
器の影響を受けでいないか確認しでく 
ださい。 

部屋の換気を十分にしで、お買いホめ 
の販売店またはお近くのコ□ナサービ 
スたンターに連絡しでください。 
















































































•その化の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ちま 

再点乂安を装置 

•消乂直後、再点乂操作したと含 

ク 

-約2分間の)ち却後でないと点乂動作 
に入らない 

f •約2分経過後、白動のに点乂動^ 

\ 作を閱始します。 ノ 

排気管抜け検知装置 
( ts 表示） 

• 排気管の接続部び'外れたとき 
• 排気管抜け検知用リ ー ド線び外れた 
り、断線したとき 

ク 

• S 己診断モニタ | f 5 1表示 
•ス1-ーブの運おを停止 

• 給が気筒およびが気管の接続部に、 
外れ-ゆるみびないか確認しでくだ 
さい。 

• 排気管巧け検知用リード線のゆるみ 
または、夕1れ*のれびないか確認し 
でください。 

飘プ^^^^^ 

^ | g 掃割ちけ獻脚リ-ド線1 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
(\EH 表示） 

• 回転数が'異常に低下したとさ 

ク 

-自己診觸モニタ Iffl 1表示 
•ス1-ーブの運転を停止 

•お買い求めの販売店または、お近くの 
コ□ナサービスじンターにご相談くだ 
さい。 

過電流防止装置 
(表示部を消な） 

•内部配線のショートにより過電流び 
流れたとき 

ク 

•電流ヒューズびのれ、すべでの運乾 
を停止 

•お買いずめの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスたンターに修理を依 
頼しでください。 

循環か過昇防止装置 
(，こ/ 表示） 

• 循環水が'極端に減少したとき 
• 循環水が'循環しないとさ 

ク 

- S 己診断モニタ ||C / 1表示 
•ス1 ブの運転を停止 

• 循環水の量を確認する等により循環水 
過昇原因を取り除いでから点乂操作を 
しでください。 

• なおち異常びある場台はお買いホめ 
の販売店または、おおくのコ□ナサー 
ビスじンターにご相談ください。 

サポートヒータ過熱 
防止装置 

• 循環水び'極端に減少したとき 
• 循環水が'循環しないと香 

ク 

-サボートヒータへの通電を停止 
(温度び下びると白動的に通電を再開） 

•運輯を一旦停止しで、曰常の点検* 
手入れ-循環水の補給 （2 6ページ） 
をしでください。 

• なおち異常びある場含はお買い求め 
の販売店または、おおくのコ□ナサー 
ビスじンターにご相談ください。 

機内サ ー* S スタ 
(lEO 表示） 

• 巧流用送風機び異常停止したとき 
•巧流用送風機のファンガードやスト 
—ブの前面びふさがつたとき 
• ス1ブの前面に障害物などびある 
とさ 

ク 

-自己診觀モニタ IfO 1表示 
- S 動的に消乂 

• 原因を取り除いでから点乂操作をし 
でください。 

• なおち異常びある場合はお買いホめ 
の販売店または、お近くのコ□ナサー 
ビスじンターにご相談ください。 


ま）※印!は UH-F 7011 PR のみ巧象です。 


8•曰常の点檢•寺入れ 


点検、を入れのとぎのを意 


点検-手入れは消乂後、ポツトバーナびち却しでから必す電源プラグをコンじントから巧いでおこなつでくださし、。 

I ごま意 I 参 電気部品の分解や市販品との交換は絶対にしないでください。 

参 燃焼部の分解は絶対にしないでください。 


点檢、ま入れの必要項曰、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

•队ま意 I スト-ブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやずいものを置かないでください。 


■ほこり（使用ごと） 

参ストーブにほこりび巧いた状態で運起をしないでください。 

参ス I -ーフ''外観のほこりやちれは乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。シンナー-アルコール•ベ 
ンジンなどは使用しないでください。 

■巧漏れ-油のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

参置台-油タンクにミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、点検しでください。 

また、給油の際にこぼれたのミ由は、よくふきとつでください。 

•油漏れのある場台は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点檢-交換の目安 （シ-ズンの初め） 

• ^ 注意 I 油タンクやゴム製送油管-接を部-給油コックおよび機器などからのなミ由漏れびないことを Hi 忍の 
上ご使用 < ださい。 

I ごミ主意 I •ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでいまず。 

参ゴ厶製送油管は、経年変化しますので、まで少しなば、ひび割れが'ないか点検し、ひび割れが'あるとさ 
は交換しでください。交換の目安は、3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、おおくのコ 
□ナサービスたンターに依頼しでください。 


■ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

参油タンク内にかやごみが'たまっでいないか点検しでください。 

油タンク内のか巧きおよび掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書に従っておこなっでください。 

■給が気筒接続部のゆるみおよびトップ周固の点巧（使用ごと） 

♦ 松警留 給お倚筒(管•ホース）が夕げ I たまま使用しないでください。外れていると運活かに排ガスび'漏れ 
で危険です。 

♦ 警胃 積雪び多いときには、給が気筒トップの周りび雪でふさがれでいないことを確認しでください。 

参給排気筒およびトップの周囲に障害物が'置いでないか、ときどき点検しでください。 

障害物が'置いである場含は、移動しでください。 


メスオスエルボ 


■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点巧 (1 シーズン 1〜2 回） 

参給排気筒が'つまると不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちが'巣をつくったり異物が'入ったりしでい 
るとさは、必す掃除しでください。 

•給排気筒および、排気筒の接続部び外れたり、排気管巧け検知リード線が'外 
れたり、断線しでいないか点検しでください。 

•給排気筒を一度取り外しで、再び取り付けるとさ、排気管の接続部内部には 
めこんである〇リングび破損しでいないか確かめでください。 (P40 4種 D) 

破損しでいた場含は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに交換を依頼しでください。 



ストーブ接続側 

























































8 •曰常の点檢•手入れ 


■給 巧ホース • が巧管の点検 （シ-ズンのネリめ、適時) 

参給気ホース-排気管の接続部び外れでいないか点検しでください。 

•給気ホースび排気管にあたつでいないか点検しでください。 


■定ミ由面器のストレーナの掃除（適時） 

(お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 J 

参定油面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

ごみびたまるとなミ由の流れを妨げで十分な乂力び出なくなります。 

次のよラに掃除しでください。 





1. 油タンクの送油バルブを閱じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ （5 本）を外し、前板の下側を引き上 
げで前に引いで取り外しでください。 

3. 操作部をを図のように、①操作部の左側を少し引き上げで、③手前にま 
わしで開いでください。 

4. ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差し込んでミ由ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめで外しでください。 
定油面器のミ号れたな'油やごみが'を部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しできれいななミ由の中ですすぎ洗いをしでください。 
(水で洗わないでください。） 


組み立てるとさは 

参ストレーナゴムパッキンを忘れないようにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、底部（黒色）び必す 
左横になるよラに取り付けでください。 

•ストレーナの止めねじを固く締め巧けでください。 

•ミ由漏れびないか確認しでください。 


■巧流用送風機のフアンガードの掃除（遇に 1 回が上) 



フアンガード 


•ファン乃ードびごみやほこりで目つ'まりすると送風力び弱くなり排気温度び上昇 
する原因になります。〔過熱防止装置（安をサーモスタット）または機内サー S 
スタの働きで運転び停止する場台びあります。）次のよラにストーブ裏面のファ 
ンガードの掃除をおこなっでください。 

1. 運転を停止し、巧流用送風機が'止まっていることを確認しでください。 

2. 掃除機などでファンガードについたほこりを取り除いでください。 


8•曰常の点お•ま入れ 


■ポツトパーナの掃除 ( iS 日寺） ( お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに依頼しでください。） 

•[ご迁意1掃除は、ストーブを消义させ十分冷がしでからおこなつでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびありまず。 

参ポツトパーナにすすびついで炎のおび不揃いになったときや消乂びおそくなつたときは、次のようにすすを取り除い 
でください。 



スクルトン 



1. 上面ガードを外しで4本のねじを外し、燃焼筒ふた押えを取つでく 
ださい。 

2. 燃焼筒ふたを外しでください。 

3. スケルトンをガラス円筒にあでないよラに取り外しでください。 

4. 燃焼リングをフレー厶□ツドに当でないよラにミ主意しでを図のち向 
に燃焼リンブをまわし、取り外しでください。 



5. ノズル、点乂ヒータ、点乂ネットを変おさせないようにポットバー 
ナ内部のすすをドライバーなどでかさ落としでから巧などでふさと 
つでください。 



スケルトン 
燃焼リンブ 


6. 組立での際、燃焼リンブは、左図のよラに確実に取り付けでくださ 
い。 
























































































8 •曰常の点檢•手入れ 


点検、を入れの必要項§、時期、ちま 


■反お板-ガラス円筒の掃除（適時） 

♦ r ごミ主意 I 掃除は、ストーブを消义させ十分冷却しでからおこなって < ださい。 
熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 


•反射板およびガラス円筒にほこりが'たまると、反射効率が'悪くなるばかりでなく危険です。 
次のよラにほこりを取り除いでください。 



1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）から外しち側にまわしでく 
ださい。 

2. ガラス円筒を割らないよラにミ主意しで掃除機などで反射板および 
ガラス円筒のほこりをきれいに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで反射板およびガラス円筒をきれいにふいでく 
ださい。 

4. 掃除が'終わったら、ちとどおりに取り巧けでください。 

•前面ガードは、確実に取り巧けでください。 


■ガラス円筒内部の掃除 (51 日 寺）03 買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに依頼しでください。) 

ご注意 I 掃除は、ストーブを消义させ十分冷却しでからおこなっでください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびありまず。 

参長期間の使用によりガラス円筒が'すすけで炎が'見えにくくなったときは、 24ぺージ 「ポットパーナの掃除」の項に 
がい、スケルトンを外しでガラス円筒を掃除しでください。 


•ガラス円筒には、かをかけたり、衝撃をちえないよラにま意しでください。 

•運転かにガラスが'徐々にすすけた場台は、しばらくの間（約30分間）乂力を大きくすることにより、すすを除 
ますることびできます。 

■点义ヒータ-点义ネット* ノズルの点お（シ-ズンの巧め） 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに依頼しでください。^ 

争点乂ヒータや点乂ネットにすすび付着するとホ熱び低下したり、油のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因になりま 
す。 

•ノズルの先端にすすが'巧着すると異常燃焼になったり、着乂不良や消乂時間が'長くなる原因になります。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交換はお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに依 
頼しでください。 

■フレームロッド（燃焼制御装置）の点検（適時） 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 つ 

♦フレー厶□ッドの先端にすすび巧着したり、フレーム□ッドび変おすると誤作動の原因になります。 

フレー厶□ッドの点検•交換は、必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでくだ 
さい。 


8•曰常の点お•ま入れ 


■循環化の補給 (適時） (UH-F7011PR) 



シスターンタンク内の循環かは、少しすつ蒸発します。 

とさどき水位を確認しで循環かが'不足しでいる場台は、規定水位まで床暖 
房専用補巧液を補給しでください。 

参給か□扉を開さ、床暖房専用補巧液を上限水位まで補給しでください。 


参コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ•床暖パネル-配管部品など) 
の防鐘効果を目的に作られた循環液です。循環液はすでに純水で適正な濃度に調合しでありますので、試運起時に 
はこのままストーブに入れでください。 

参他な銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用したり、混合したりすると防鐘効果び発揮されす機器の耐义 
性びそこなわれたり、粘度びあわすポンプの性能び十分発揮されすに沸騰しでしまラことびあります。 

参循環液は、常温では引乂しませんび、如熱されたストーブの上などにかかると着乂することびありますので取り扱 
いには十分ま意しでください。 

参循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 

参循環液の凍結温度は、一2 0でに調含されでいます。 


■温化配管の点検 • 交換の目安（シ-ズンのネリめ、適時） CUH-F7011PF0 

参ストーブ'内部や温水配管接続部分から水漏れが'ないことを確認しでください。 

参パックチューブは経年変化しますのでまで少し巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるときは交換しでくだ 
さい。交換の目安は3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに依頼し 
でください。 


■地震などのが害が'発生したとさの点檢についで 

参地震などの災害が'発ちし、ストーブに振動や衝撃び'加わったとさは、運お前に必す次の点検をおこなっでください。 
•給排気筒周りの外れ、漏れの確認 
-のミ由配管からの漏れの確認 

•点検で異常び見つかった場台は、お買いずめの販売店または、おおくの〕□ナサービス它ンターに修理を依頼しでくださし、。 


9.定期点巧 


長期間ご使用になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスたンターまたは修理資格者〔(お）曰本石ミ由燃焼機器保守協含 （TEL 03-3499-2928) で 
おこなラ技術管理講習含修了者（扫ミ由機器技術管理±)など]のいる店までお問い含わせください。 


愛情点検 

1長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 1 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参油ちれびする。 

参強いにおいびする。 

参運転中に異常な音が'する。 
•その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必すお買い求めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービス t 
ンターにご連絡ください。点検•修理につ 
いでのご費用など詳しいことはお買い求め 
の販売店または、おおくのコ□ナサービス 
じンターにご相談ください。 


msm 




















































10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使用するときやシーズンの初めに煙やにおいびでる。 

耐熱莖料やほこりが'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしで < ださい。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ J や「カンカン」といラ 
音びする。 

本体内部が'熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時にボンと音が'する。 

点乂するときに発生する着乂音で、異常ではありません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ乂）が'混じる。 

異常ではありません。 


■使用中に異常びあったら次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないとさや処置のむすかしいときはお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス 

※巧部の現象*原因は UH-F7011PR のみが象です。 


\ 現象 

原因 \\ 

E 1 

養 

中 

消 

乂 

E 2 

慕 

乂 

し 

な 

い 

E 3 

気 

震 

作 

動 

E 5 

儘 

動気 

管 

抜 

け 

横 

、知 

E 7 

P 

止 

装 

置 

作 

動 

E 9 

% 

電 

E 8 

壽 

似 

义 

炎 

EO 

捕 

動内 
サ 

丄 

ミ 

、夕 

F 1 

i 

交 

サ 

I 

モ 

作 

動 

ミ 

HE 

薪 

直兀 

検を 
知燃 
部焼 
異防 
常止 

HC 

点滅 

為 

置完 
作全 
動燃 
焼 
防 
止 

HH 

点滅 

mm 

知続 
機不 
能完 
作全 
動燃 
焼 

HH 

点な 

品 

動点 
乂 
防 
it 
機 
能 

電源プラヴをコン t ント【こ差し込んでいない 














強い地震びあった。または、ストーブに衝撃を 
ちえた 



• 











送';由バルフ'力 s ' 閉まっている 

参 

• 












定ミ由面器の安を装置が'作動しでいる 

• 

参 












コ''厶製送ミ由管に空気だまりびある 

• 

参 












定ミ由面器にか、ごみびはいっている 

• 

• 












給排気筒の設置び基準通りでない。排気管び長すぎる 














巧流用送風機のフアンガードにほこりびたまった 





• 



• 






給排気筒の工事び不適当のため排気ガスを吸いこんでいる 

• 













燃焼リンク'が'変おしでいる 














給排気筒トップの先端びおおわれでいる 

• 













ミ由漏れびある 














給排気筒接続部び外れでいる。 

排気管抜け検知用リード線端ろ接続部びゆるんでいる 




参 










フレー厶□ッドにすすび多量に付着した 

• 






参 







循環ポンプび故障しでいる X 









• 





循環かび不足しでいる 乂 









• 





温水配管びつぶれでいる。温水ジョイントのコックび閉じでいる※ 









• 





長時間停電びあった （30 秒政上） 





参 









停電びあった （1 妙]^上30秒未満） 






• 








不完を燃焼防止装置び故障しでいる 










参 




室内に排気ガスび漏れた 











• 

参 

• 


10. 巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

炎の一部び揺らぐ。青炎の中に黄色い炎(ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気溫び低くなると、排気ガス中に含まれでいるか分び凝結し 
で水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

な油ぎれの際に一瞬炎が'大きくなつで消乂する。 

異常ではありません。 

タイマー運転中に表示部の表示び暗い。 

待機時の節電のためです。異常ではありません。 

「カチカチ」音びする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 

ガラス円筒び白くなる。 

な油中の成分びガラス円筒に巧着するためです。異常ではありません。 


参なのような驗のとき I がま用をホ止し、'なタンクの教が\ルブを I 化でも執いでめの販売15または、擲くの]□ナサ-ビス t ンタ - I こご離くださし、。 


現 象 

症 が 

点乂時*燃焼時*消乂時に「ボーン」といラ大きな音びした。 

ストーブび損傷したりパツキンび飛散しでいるおそれびあります。 

黒煙を出しで燃えでいる。 

燃焼が'異常になつでいます。 

置台に巧油び漏れでいる。 

送油配管より'な油が'漏れでいます。 


じンターにご連絡ください。 


設定室温表示に自己彰断モニタび表示されます。 
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• 




コンじントを確実に差し込む 











ストーブの周迈や給気ホース-排気管の外れ、ミ由漏れなどの異清びないこ 
とを確認しでから点乂操作をする 











送';由バルブを開く 











定ミ由面器リじットレバーを左ち向まで巧す 

• 










燃料切れのを意と空気抜きのちま （8 ページ）を参照しで空気巧さをする 

• 










お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 


• 

参 








お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 











フアンガードのほこりを掃除機などで掃除する 


• 

参 

• 


参 





お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 


• 

参 

参 







お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 


• 

• 

• 







おおつでいるちのを取り除く 





参 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 











お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 











お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 








参 

参 

参 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼する 








参 



規定水位まで補巧液を入れる 








参 

• 

参 

温水配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開く 











設定室温、時刻などをたットしでから点乂操作をする 











リ亡ットしでから再度点乂操作をする 











お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼する 











直ちに部屋の換気をする 

「不完全燃焼防止装置」 （2 0 ページ）のの客を点検する 


msm 






























































































•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎのを意 

でを讀 不完をな修理、調夏は后巧ですので、部品の交換、調登び必要の場さには、お買い巧め 
の販売店または、お巧くのコ□ナサービス它ンターちしくは修理資宿さ〔(が)曰本石が燃焼機器保 
巧協をで巧ラ巧術管理講習ミ修了さ(石が機器巧術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はご！□ナ純正百 B 品とご指定 < ださい。 
消耗•劣化しやすい部品（交換が'必要な部品） 


項 目 

内 容 

使用期間によ0交換が'必要な部品 

ポットバーナ-点乂ヒータ-燃焼リング•スケルトン 
フレー厶□ッド-点乂ネット-ガラス円筒-各種パッキン 
排気管接続用0リング （ P 40 4種 D ) 

環境により劣化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼用送風機-ガスむンサー-ゴム製送油管 
巧流用送風機 

変質-不純な油の使用により劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定油面器-フレーム□ッド 


12 .保管 (長期間使用しない場さ) 


シーズン終了時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•手入れの項 （22 〜26ページ) 
を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

参[么注意I長期間使用しないときは、電源プラヴを巧いでください。 


2•泡タンクの送泡パルプ'を閉じてください。 

3•フアンガードの掃陈をしでください。 (2 3 ぺージ参照） 

4•定油面器ののな油をすべで巧き取ってください。 (2 3 ぺージ参照） 

5•本你のごみやほこりを取っでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本体をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーブは据がけたまま保管しでください 

•フアン乃ードにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒し(こしないよラおしまいください。 
参床暖の配管を接続したままで保管する場含は、上限水位まで補給しでおいでください。 CUH - F 7011 P 巧 
•ストーブ巧の僱環水を抜いで保管する場合は、エアーおきバルブを開いでおき、エアー抜きバルブ配管内ち乾燥さ 
せでください。 eUH - F 7011 PFO 

参次シーズンに据付けるときには、必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに依頼しでく 
ださい。 

•取扱説明書は大切に保管しでください。 




13.仕 



X印!部は UH-F701 1 PR のみ巧象です。 


型式の 呼び 

UH - F 7011 PR 婚あ型式 UH - F 7010 PR ) 

FF -6811 PR (薑本型式 FF -6810 PR ) 

種 類 

ポット式-屋内用-強制給排気お-強制な流形-床暖房用 X 

点乂 方式 

電気点火式 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

燃 

焼 が 態 

な D 巧 居；まに 

最大 

P 00 レ \ 八 / /n つ QOI /h 、 

最小 

つ OC レ \A/ (r\ つ OOI /h 、 

最大 

_^^^ 

最小 

_^^^ 

燃料消費量 

化 お 房遲粒 

ストーブお独運輯 

だ D 巧 百；まに 

〇 .U vj K VV \ U. ( oUL/ n / 

7.90 kW (0.768 L / h ) 

OP onn レ I /In 

^•^oKVV i^U.^^UL/n ； 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

Q 1 cn レ 1 /h 

^ ^^ 

7.90 kW (0.768 L / h ) 

_^^^ 

ン ^^^ 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

_^^^ 

発熱量 

床 暖居厘 お； 

ストーブ単独運転 

だ 口巧 百 ：宙 に 

^ o / o y u KJ / n 

28,450 kJ/h 

QG にり / 

O/1 ouKvj/n 

8,150 kJ/h 

QQ QO/ 

^ ^^ 

28,450 kJ/h 

_ ^ ^^ 

^ ^^ 

8,1己 OkJ/h 

_^^^ 

熱効率 

床暖 居連拉 

ストーブ単独運転 

00.0 /o 

86.00 /o 

00.0 /o 

78.2% 

^ ^^^ 

86.0% 

^ ^^ 

78.2% 

暖房出力 

床暖房 運転 

6.95 

kW 

循環水量 150 L/h 
(1 回路時） 

1.90 

kW 

循環水量 lOOL/h 
(1 回路時，之回路時） 

/ 

/ 

循環水量 180 L/h 
に回路時)刷売 S 使肋 

ストーブ単独運輯 

6.80 kW 

1.77 kW 

6.80 kW 

1.77 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時 
1.51 kW 

循環水量 150 L / h (1 回路時） 


循環水量 180 L / h に◎路時）側売品使用〕 

サポートヒータ出力（サポートヒータ運起） 

0.500 kW 循環水量 100 L/h 

^ ^ 一 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造 29.5 m 2(18 置）コンクリート 41.5 nrf に 5 置） 

^ --- 

寒）ち地 

木造 29.5 m 2(18 置）コンクリート 48.0 がに9置） 

^ --- 

ストーブ 
単独運転 

温暖地 

木造29.日 rrfdS 置）コンクリート 39.5 がに4置） 

木造29.己が （18 置）コンク IJ - 卜 39. 5がに4置） 

寒）ち地 

木造 29.5171(18 置）コンク IJ ート46.01 Tf に8置） 

木造 29. 5が （18 置）コンク IJ ート 46.0 rTf に8置） 

本 何： 水 客 量 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

一 -- 一 ^ — 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

--- 

外形 寸法 

高さ 615 mm 幅 748 mm 奥行368(置台を含む） 

質 量 

34 kg 

28 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定 格 

消費電力 

床暖房 運 お 

点乂時 360/360 W • 最大燃焼時 53/58 W 
最大 600/600 W (点乂初期に短時間発を） 


ストーブ単独運転 

点乂時 340/340 W - 最大燃焼時 30/28 W 
最大 600/600 W (点乂初期に短時間発を） 

点乂時 340/340 W • 最大燃焼時 31/30 W 
最大 600/600 W (点乂初期に短時間発を） 

サポートヒータ運転 

最大運転時 625/625 W 

^ ^ 

待機 時 消費 電力 

2.8 W 

床パネルの 
接続面積 

床暖房 運転 

4.5 〜16.5が (3 置〜10置）（最大燃焼時） 

— - 一 

サポートヒータ運転 

4.5 m 2(3 置） 

^ 

温か 配管 接続 □ 

外径ホ 8 mm ニツプル 

m ——-- 

給が気筒の型式の呼び 

QU 4-4 

給が気筒の呼び径 

D 40 

給が気筒の壁員通部の孔径 

075 mm 

排気温度 

床暖房 運較 

26 CrCJ ^ 下 

^ ——— ^ 

ストーブ単独運起 

260でじ(下 

260でな下 

電流 ヒューズ 

5 A • 1 0 A 

ちを 装置 

巧震白動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-不完全燃焼防止装置-停電ち全装置-過熱防止装置 

その他の 装置 

再点乂安全装置-排気管抜け検知装置-過電流防止装置-燃焼用送風機異常検出装置 
機内サーミスタ- X サポートヒータ過熱防止装置- X 僱環水過昇防止装置 

イす属 品 

置台1個- X ノ\°ックチユーブ 2.5 m • X ホースバンド2個-本体固定金具2個-給排気筒じット1組 
スリーブ1 個-超断板 1個-つ''ム製送ミ由管締付バンド2個-取扱説明書-工事説明書-所ち客票 


備考）-標準適室は、な回法人-曰本ガス石'油機器工業舍の賣定薑準によります。 


gciim 
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ま）印!端子部は 

UH - F7011PR のみ巧象です。 



14•アフターサービス 


■保証についで 

•このコ□ナ密閱式石油ス I ブには保証書びついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店さ」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りになり大切に保 
管しでください。 

•保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

•次のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでミ主意しでください。 

-変質な油や不純な油など、またなミ由外の燃料使用による故障や事故。 

-誤った使用方法による故障や事故。 

■修理を依賴されるとき 

参「故障-異常の見分けちと処置ちを」 （2 7〜28ページ)の項に従ってお調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必す電源プラグを抜いでから、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにご連絡ください。 
•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名⑤型式の呼び⑤お買い上げ曰④故障が巧(できるだけ具体のに）⑥ご住所•ご氏名•お電話番音 
•修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる製品についでは、ご希望により有料で修理いたします。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにお問い含ね 
せください。 

■保証期間が'過ぎでいるときは 

•お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにご相談ください。修理によっで使用でさる製品 
についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参扫油ストーフ''の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造むちのり後7年です。 

■修理に出されるときは 

参輸送時や運搬時に定油面器内にな油び残ったままですと、傾きや振動でな油びこぼれることびありますので、必 
す抜き取っでください。 



プ U ント配線板端さ配置図 


13•仕 
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15•おがけ•移設 


お巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または、据巧業者に依頼し、お客様ご白身ではおこなわないでください。 


おがけ場所の選定及び標準据巧け例 


据巧けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する按術薑準など法ちの薑準びあります。工事説明書の「特にミ主意し 
でいたださたいこと（安をのために必ずお守りください)」をお読みになり、販売店または据巧業者とよくご相談しでく 
ださい。また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 

■標華おがけ例 

ストーフ'の据なけは下図を満足させる位置に取りつけでください。 

参遮熱板を取りがけない場含は、 A 寸法を 30 cm 必上にしでください。 

参点検-手入れのため、 B ブまを30 cm 必上にしでください。 



•テレビやラジオから1 m な上離しでください。 

•側ち障害物は、両側にあつでちよいが'給排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cm 似上とつでください。 

•前ちにおや建物びある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm 似上離し、かつ上ちおよび両側ちに気流を 
阻止する障害物が'ないよラにしでください。 

•給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさがるおそ 
れのない高さを確保しでください。 

参木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に給排気筒を通すときは、 
それらの金属部に接しないよラに電気の總縁をしでください。 

•壁に巧をあける場台、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を選んでください。 


給が気筒を延長ずる場含のを意 


•給排気筒を延長する場ちは、3 m 3 ffl びり似下で取り巧けられる場所を選定しでください。 


積雪地区における注意 


•積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取巧場所を選定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、排気ガスを再度吸い a んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


おがけ後の巧認 


据付けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にま意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りくださ 
い)」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるかどラかを確認しでください。 






























































































15 •据なけ•移設 


試運弦 


試運転は販売店または据巧業者とご一緒に必すおこなつでください。 

■運転準備 

♦ 松ま意 I 電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し这んで<ださい。 

•ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。 （8 ページ） 

•送油経路やストーブより油漏れびないか確認しでください。 

♦配管途中にバルブなどびある場合には、を開にしでください。 

♦定ミ由面器をじットしでください。 （8 ページ） 


■循環液の給水方法 ( UH - F 7011 PR ) 

1 . 給水前にエアー巧きバルフ''がを開になつでいることを確認 
しでください。 

(工場出荷時にはを開になつでいます。） 




6. シスターンタンクの水位が'下が'るので上限水位まで循環液 
を給水しで < ださい。 

(シスターンタンクのか位び下びらなくなるまで給水を続 
けで < ださい。） 


15•据がけ•移設 


7. シスターンタンクのか位び下びらなくなったらエアー巧きバ 
ルブを必ず「閱」にしでください。 

8. 温水配管路に水漏れのないことを確認しでください。 

9. か漏れのないことを確認したら給水は完了です。 

•操作部の床温調節ボタン「高」りま」を同時に巧しでください。 

循環ポンプが'停止します。 

•表示部の設定床温表示が'消巧します。 



■運括 ※ 巧は UH-F701 1 PR のみ巧象です。 



XI . 床暖切換スイッチを「ストーブ'床暖」にじットしでくださし、。 

2. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

•約3〜4分間のそ備燃焼が'終わると本燃焼になります。 

X 3. 温水配管経路にか漏れのないことを確認しでください。 


※参運転の途中で温水配管経路にか漏れが'あった場台 

①操作部の床暖切換スイッチを「ストーフ''単独」にのり換えで循環ポンプを停止させでください。 
③運乾スイツチを押しで「の」にしでストーフ''の運乾を停止しでください。 



4. 異常びなければ、乂力調節つまみを「微少」〜「大」に設定 
しで < ださい。 

•燃焼中の炎に黄色い炎（巧乂）び混じったり、かたよったり、 
上下変動することびありますび、異常ではありません。 

X 5. 床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

•正常運起の目ちとしで「故障•異常の見分けちと処置ちま」 
(2 7〜2 8ページ）のよラな現象のないことを確認しでくだ 
さい。 


■消义のま順 XED は UH-F701 1 PR のみ巧象です。 


運お 
■入•の且 



参運起スイッチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室び冷却すると約10分後に燃焼用送風機、巧流用送風機、 X 循環 
ポンプび停止します。 


mmmvm 

•長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運転」のを順にがい、試運転をおこなつでください。 


初めでお使いになると含のま意 


参初めでお使いになるときは、耐熱透料などび焼き付くまで煙と臭いび出ます。このよラな場合は、お部屋の窓（給が 
気筒トップ取巧け場所より離れた所）を少し開け、半曰から1曰程度「大乂力」運乾をしでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場含び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 
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お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□(こごす目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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